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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語母語話者である大学生英語学習者の英語ライティング力養成のため
に、英語由来のカタカナ語・和製英語を中心とした語彙を活用し、適切な英語表現を学習させる教育方法の開発
を目指した。主に、カタカナ語・和製英語の意味の混乱が、負の影響の要因の一つとなっていることを検証し、
それぞれの意味や発音の相違を確認させる指導実践により、英語語彙学習に応用するスキルとして導入できるこ
とを調査・分析を通して明らかにした。学習者の母語を活かし、カタカナ語・和製英語を英語学習に役立つ既存
の知識として意識させることで、日本語と英語の言語・文化的差異を意識させるライティング教育方法を提案す
ることができた。

研究成果の概要（英文）：This research aims to investigate the potential benefits of Katakana 
loanwords in English Language Teaching in order to develop the writing proficiency of Japanese 
learners of English. Focusing on English loanwords prevailing in Japanese society and increasing in 
significance, English writing and questionnaire data were collected and analyzed in terms of 
loanword usage to extract some positive and negative feelings about loanwords and their effects on 
the study of English vocabulary. The study discusses that there are benefits to having a wider range
 of loanword vocabulary knowledge, while learners of English are not necessarily aware of these 
benefits as they apply to English language learning. The outcomes indicate that raising students’ 
awareness of loanwords has pedagogical and motivational benefits for language learning and teaching 
by discussing how English loanwords can be a useful learning tool for Japanese learners of English 
to improve their writing skills.

研究分野：外国語教育

キーワード： カタカナ語　和製英語　英語教育　日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、日本語を母語とする英語学習者の英語ライティング力養成のために、カタカナ語・和製英語を活用す
る指導方法の提案を目指し、英語由来のカタカナ語・和製英語が英語学習に与えている影響について調査・分析
を行った。日本社会において増加傾向にあるカタカナ語・和製英語を、言語学習への影響という観点から分類
し、英語学習者の言語使用状況や言語意識に関する調査を量的・質的に分析することで、英語教育への応用の可
能性と有効性について検討した。実際の教育現場における調査・分析結果から得られた知見を、教育実践に具体
的に応用していく枠組みとして整理し、日英両言語を活かした教育アプローチとして提案することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、日本語を母語とする英語学習者の英語ライティング力養成のために、日本語と英語の
言語・文化的差異を意識させるライティング教育方法を考案することを目的としてはじまった。
「英語らしい英語」の妨げとなっている母語である日本語が英語に与える影響について、カタカ
ナ語・和製英語を中心とした語彙の混乱が要因の一つとなっていることを検証し、カタカナ語・
和製英語の由来や意味を理解させ、適切な英語表現を学習させることができる教育方法の開発
を目指した。 
 日本の大学英語教育において、コミュニケーション能力の養成を目指したコミュニカティブ
アプローチの導入以来、できる限り母語である日本語の使用を排除する傾向の教育方法が主流
とされているが（Cook, 2010）、第二言語習得において、言語学習・言語教授を支援する重要かつ
不可欠なツールとして母語の役割が見直されている（Witte et al., 2009）。さらに、日本の英語教
育においても積極的に取り入れられている Common European Framework of Reference for 
Languages（CEFR）のなかで、複言語主義における言語運用能力が注目されてきている。日本語
と英語の言語的・文化的差異が要因となって生じている誤用や不自然な英語表現には、どのよう
な傾向や特徴が顕在するのか、カタカナ語・和製英語を分析の中心におき、日本語話者である学
習者の英語語彙の誤用傾向や特徴を明らかにし、実際の英語教育の現場で応用することができ
る具体的・効果的なアプローチの構築を目標とした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本語を母語とする英語学習者の適切な英語表現力を養成するために、カタカ
ナ語や和製英語を中心に日本語と英語の言語・文化的差異を意識させ、母語を活用した英語ライ
ティング力養成を目指す教育方法を提案することであり、以下の 2 つを目的として実施した。 
（１）日本語を母語とする英語学習者である大学生の日本語と英語のライティング課題をパラ
レルコーパス化し、カタカナ語・和製英語の使用に注目して分析を行うことによって、英語学習
者の日本語力・英語力の実態・関連性・問題点を明らかにすること。 
（２）日本語母語話者である英語学習者が、日本語と英語の言語・文化的差異に対する意識を高
め、カタカナ語・和製英語が妨げている英語らしい英語表現とその要因を理解し、適切な英語表
現を習得することができる英語ライティング教育方法を開発すること。 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究目的に応じた課題を段階的に遂行することで、日本語を母語とする学習者のカ
タカナ語・和製英語の使用実態を明らかにし、カタカナ語・和製英語に関わる問題点の検証結果
を基に、英語らしい英語による適切な英語表現力養成のための教育方法の開発を目指した。 
 まず、英語学習者の産出する英語にみられる母語の影響分析から、カタカナ語・和製英語の使
用状況を考察し、英語学習に与える影響を整理した上で、カタカナ語・和製英語の分類を行った。
さらに、英語学習者のカタカナ語・和製英語に関する意識調査をもとに、日本語を母語とする英
語学習者が、カタカナ語・和製英語からどのような影響を受けているのかを考察し、英語らしい
英語表現を妨げている要因の分析を行った。日本語教育におけるカタカナ語・和製英語の指導方
法との参照作業を通し、適切な英語表現・語彙習得を可能にするための大学英語ライティング教
育方法を検討した。 
 
４．研究成果 
本研究においては、日本語母語話者である大学生のライティング力育成に関する新たな知見を
得ること、その英語教育への応用の可能性を探ることを目的とし、カタカナ語や和製英語を活か
した教育アプローチについて、その有効性について検討した。さらに、日本語教育におけるカタ
カナ語・和製英語の取り扱いや指導方法の実態と比較することで、具体的教育方法や改善点を考
察した。外国語教育学とコーパス言語学を主たる枠組みとした調査・分析の成果は、以下の 5 点
にまとめられる。 
 
（１）カタカナ語・和製英語分類 
文化庁が継続的に実施している「国語に関する世論調査」においても、カタカナ語の使用は、日
本社会のあらゆる分野で増加傾向にあり、言語使用のみならず、社会活動や経済活動に重要な影
響力を持つ現象ともなっていることが報告されている（国立国語研究所 2018）。英語教育にお
いては、カタカナ語や和製英語に関して、英語学習者の、認知・理解・使用状況や誤用傾向が多
く報告されている（河内 2019; Daulton, 2007）。特に、英語から日本語に導入される際の「音声」、
「意味」、「短縮」を中心に起こる変化を中心に分類し、カタカナ語を英語教育に活用する可能
性や具体的な教育方法と、さらにその留意点について論じられている（e.g., Uchida, 2001）。日
本語教育においても、カタカナ外来語の学習上の困難点として、「発音のズレ」、「表記のゆれ」、
「意味のズレ」、「和製英語」、「縮約語または短縮語」、「混種語」、「動詞化・ナ形容詞化」、



「非外来語のカタカナ表記」、「和語・漢語・外来語の類語」をあげ、カタカナ語が学習の弊害
となる原因が指摘されている（望月 2012）。和製英語については、英語の誤用を引き起こす「負
の影響」として取り上げられることが多く、より実践的で適切な指導が課題となっているのが現
状である（Oshima, 2003; Norman, 2012）。 
 主に、「発音」、「意味」、「文法」の観点から、カタカナ語・和製英語の負の影響が多く指
摘されているが、英語学習者の既知の英語語彙としてカタカナ語・和製英語を導入することで、
学生の語彙力を効率よく向上させる可能性についても、さまざまな教育的取り組みとともに報
告されている（Nation, 2003; Rogers, Webb, & Nakata, 2015）。日本語母語話者である英語学習者
を対象とし、特に以下の4つの分類を中心として、カタカナ語・和製英語を分類し、英語教育へ
の積極的かつ適切な導入を検討する価値があることが考察された（表1）。 
 

表1 カタカナ語・和製英語分類例 
分類 カタカナ語 和製英語 
意味のずれ / pseudo-English クレーム / claim ナイーブ / naive 
発音のずれ / phonological change イメージ / image ユーモア / humor 
短縮形 / shortening サプリ/ supplement リストラ / restructuring 
縮約語 / shortening & combination エアコン / air-conditioner フリマ / flea market 

 
カタカナ語・和製英語に関する先行研究や言語教育分野における調査、関連する辞書・事典を
参照し、英語学習により密接に関連する分類をもとに、学生のライティングおよびアンケート
分析の枠組みを整えることができた。 
 
（２）英語学習者日英ライティングデータおよびインタビューデータ分析 
カタカナ語・和製英語が要因となっている特徴的英語表現を観察し、英語ライティング教育に活
用する方法を検討するために、日本語を母語とする大学生の日英ライティングデータを収集し、
量的・質的に分析した。 
 ライティングデータの分析からは、日本語において高頻度で使用されているカタカナ語の使
用頻度が高いが、日本語と英語が対応しやすい「直接釈用語 / direct borrowing」の使用が多く、
共起表現においても、母語で使用されているカタカナ語の組み合わせが頻度高く使用されてい
る傾向が考察された。例えば、コーパス検索ツール「Sketch Engine」を用い、学習者が産出する
日英ライティング英語の中から「コミュニケーション / communication」を高頻度語彙として抽
出し、communication と skill の組み合わせが、高頻度の共起表現として観察された（図 1）。 
 

図 1 communication の Word Sketch 
 

また、コンコーダンス機能で、communication skills の使用例を考察すると、学習者に共通する
誤用傾向が観察された（図 2）。 
 

図 2 コンコーダンスによる communication 検索結果 
 
さらに、誤用を文法的に分類すると、日本語母語話者に特徴的な主語と述語の関係に関わる誤用
傾向が明らかとなり、動詞や副詞句による具体的な正用例を提示することができた（表 2）。 
 
 



 
表 2 communication skills の誤用例と正用例 

 
学習者の産出する英語の誤用傾向だけではなく、カタカナ語・和製英語に主眼をおき、母語の影
響分析を行うことで、母語である日本語との関連性をより具体的に考察することができた。 
 
（３）英語学習者カタカナ語・和製英語アンケート分析 
日本語においては、英語由来の新しいカタカナ語が使用され、素早く定着していく様子が多く
観察されており、英語をもとにした和製英語も数多く造語され、広く使用されている。母語で
ある日本語の言語環境が複雑に変化している状況にあって、日本語母語話者である大学生英語
学習者は、カタカナ語・和製英語をどのように捉えているのか調査し、英語力育成に活用する
可能性について検討するために、2022 年度・2023年度にアンケートを実施した。 
 アンケート調査結果から、日本語で使用されている英語由来のカタカナ語に対する認識度は
高いが、必ずしも英語力向上に有用であるとは認知されておらず、英語力が高いほど、カタカ
ナ語と英語力の関係性により懐疑的になっている傾向が明らかとなり、また日本語で使用され
ている英語由来の和製英語に対する認知度は高いが、和製英語を英語学習に活用するかどうか
については肯定的・否定的な意見が混在している様子が観察された（表3）。 
 

表3 カタカナ語・和製英語に対するコメント 

 
英語由来のカタカナ語・和製英語が一種の共通知識・共通語として使用されている日本社会に
おいて、英語学習者のカタカナ語・和製英語に対する意識を高め、既知の英語語彙としてカタ
カナ語への言語意識を高める指導を行う教育方法には検討の余地があることが示唆された。 
 
（４）英語教育・日本語教育におけるカタカナ語・和製英語指導分析 
 日本語教育におけるカタカナ語学習・指導の課題を考察し、英語学習者の語彙学習における
カタカナ語知識の活用について精査した。さらに、日本語母語話者である大学生を対象に実施
されたカタカナ語意識調査の分析結果を中心に、英語教育におけるカタカナ語の有用性や可能
性と比較・検討した。 
 日本語教育においては、入門期のカタカナ文字指導後、カタカナ語学習に焦点が当てられる
ことが少なく、中上級レベルの学習者も、カタカナ語に苦手意識があることがあり、日本語学
習者へのカタカナ語指導が不十分であることが指摘されている。この問題は、漢字を中心とし
た文字習得が重要視され、語彙習得は優先順位が低くなる日本語教育の指導上の傾向に起因し
ていると考えられる。日本語教育で使用されている教科書分析により、現代日本語において著
しく増加しているカタカナ語は、教科書での取り扱いが限定的であるため、学習者に、カタカ
ナ語を体系的に学習していく方策が示されていない状況であることが明らかとなった。日本語
において、カタカナ語は高頻度・広範囲で使用される語群とされる「基本語彙」へ進出してい
ることが指摘されており、日本語の語彙としてカタカナ語をどのように指導していくかについ
て、さらなる検討が望まれる状況となっている（e.g., 金 2012）。 
 英語教育においては、多くの学習者が、カタカナ語の有用性を認めているが、カタカナ語は
必ずしも英語力の向上に直接的に寄与するものではないと客観的に捉えている様子が考察さ

誤用例 正用例 
• communication skills can understand people … 

 
• communication skills can get a relationship of 

trust … 

• Using communication skills, we can understand 
people … 

• Communication skills can help us build a 
relationship of trust … 

 肯定的なコメント 否定的なコメント 
意味 • 英単語の記憶に役立つ 

• 英語の単語だけでなく、文章の意味の推
測に役立つ 

 

• 単語の意味の違いから、英単語学習 
において、記憶の妨げになる 

• 英単語の意味やニュアンスを誤って学
習してしまう 

• 単語の意味が異なると、英語学習に 
• おいて誤⽤の原因となる 
• 日本語でカタカナ語の意味を説明でき
なくなってしまう 

発音 • 英語の発音の推測に役立つ 
• 英単語のスペルの推測に役立つ 

• 誤った発音を覚えてしまう 
• 英単語としての記憶を妨げる 

学習 • 英語に親しみをもつことができる 
• 日本語と英語におけるカタカナ語使用
に対して意識が高まる 

• 日本語と英語のカタカナ語の意味の違
いに興味を持つ 

• 単語のニュアンスの違いから、英語での
コミュニケーション能⼒を⾼める妨げ
になる 

• 正しい英語がわからなくなる 



れ、今後の指導の課題として、特に「意味」、「発音」、「言語意識」の3点について、より積
極的なアプローチが必要であることが明らかとなった。日本語におけるカタカナ語・和製英語
の量的変化を考慮すると、日本語と英語の差異や共通性に対する意識を高める教育方法の一つ
として、カタカナ語・和製英語の知識を活用し、英語学習を向上させる促進効果には有用性が
認められる。 
日本語教育・英語教育の比較から、語彙学習・指導において、カタカナ語と英語の「意味」

における類似点・相違点を確認し、派生語・共起表現を導入しながら適切な語彙使用を導く指
導の必要性が示唆された。特に、英語教育においては、カタカナ語と英語の「発音」の相違に
ついても指導が求められているが、学習者の既知の語彙知識としてカタカナ語を指導に取り入
れることで「言語意識」を高め、英語学習へのモチベーションと自信を培う可能性の高まりが
期待できることが分かった。 
 
（５）カタカナ語・和製英語を中心とした英語ライティング指導教材 
カタカナ語・和製英語の使用を中心に、誤用の要因や共通する傾向を考察し、教育活動実践への
応用を検討した。ライティング分析やアンケート調査分析結果から、カタカナ語・和製英語に着
目し、言語意識や言語学習への興味・関心を育成する教育的取り組みには有用性があることが考
察された。また、英語ライティング指導において、日本語と英語の相違点を明らかにした上で、
各語彙の定義を明確にし、正用・誤用を学習させることで、学生の語彙力をより効率的に向上さ
せる可能性が示唆され、具体的な指導方法として、使用頻度の高いカタカナ語・和製英語につい
て、適切な英語表現を学習するための指導案を整理した（表 4）。 
 

表 4 カタカナ語・和製英語の指導案例 
カタカナ語 
和製英語 英語 例文 

クレーム 
claim 
 
 

claim [v]  
↓ 
complain [v] 

The product claims that it can make you lose weight without dieting. 
 
○ Neighbors complained to the police about the dogs barking. 
✖ Neighbors claimed to the police about the dogs barking. 

マンション 
mansion 
 
 

mansion [n] 
↓ 
apartment [n] 

He spends every summer at his eleven-bedroom mansion in Hawaii.  
 
〇 She lives in a small apartment. 
✖ She lives in a small apart. 

 
母語である日本語との関連性と影響について、具体例を通して観察することで、カタカナ語・和
製英語に関連する特徴的な誤用傾向を明らかにし、英語学習者の語彙習得を困難にしている要
因を考察することができた。日本語母語話者である大学生のライティング力育成のための英語
表現教育方法として、カタカナ語・和製英語を英語ライティング教育実践に応用するための枠組
みを提案することができた。日英ライティング教育促進を目指し、英語教育・日本語教育に応用
するために、カタカナ語・和製英語の分類に基づいた指導用教材を取りまとめる予定である。 
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